
道の駅「あいの土山」の防災機能強化について 

 

◆道の駅の防災機能について 

近年、異常気象等により全国各地で大規模災害や局地的な災害が増加しています。 

道の駅においては、道路利用者の一時的避難や自衛隊の前線基地、支援物資の集配基地

としての活用等、広域的な防災拠点として、その重要性が叫ばれています。 

これらのことから、国においても「防災道の駅」の認定を進め、全国各地の道の駅の防

災機能の強化を支援しています。 

 

◆防災道の駅について 
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◆道の駅「あいの土山」の再整備について 

 道の駅「あいの土山」は、昭和５６年に「土山町自然休養村管理センター」として建設

され、平成５年に県内初の道の駅として登録されました。今日に至るまで地域振興の拠点

として多くの人に利用されてきましたが、建築から４０年以上が経過し、建物の老朽化や

利用者ニーズへの対応に課題を抱えていることから、これまで以上に地域活性化の基点と

して、また、防災機能を備えた道の駅とするため、令和７年のリニューアルオープンを目

指し、現在再整備の準備を進めています。 

 

・ 大規模災害や局地的な災害時には、主要幹線である国道 1 号や新名神高速道路が通

行不能となることが予測されることから、道路利用者の一時的な避難場所として、情

報収集等が行えるよう非常電源や通信、飲料水の確保等、防災機能を強化します。 

 

・ 田村神社のご協力により、本施設に隣接する駐車場の利用も可能であることから、

広域的な災害支援拠点としての活用も行います。 

 

・ 本施設の再整備にあたり、「防災道の駅」の認定を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

至 鈴鹿 

至 水口 

田村神社 

国道 1 号 

田村神社駐車場 

拡張予定地 

（約 3,000 ㎡） 

道の駅あいの土山 


